
氏　　　　名 生年月日 　T １２年１２月１４日 満９６才

称 号 ・ 段 位 　　　剣 　道 教　士  S４３年 　　５ 月 　　９ 日

取 得 年 月 日 　　　剣 　道 七　段  S４９年 　　５ 月 　　８ 日

職　　 歴

剣     歴

功     績

　
　昭和４５年　大光貿易汽船株式会社　取締役就任
　昭和４９年　明光産業株式会社　　　取締役就任
　昭和５２年　大光貿易汽船株式会社　代表取締役社長
　昭和６０年　明光産業株式会社　　　代表取締役社長

　昭和３４年から長崎県剣道連盟副会長に就任し、
　昭和４４年の長崎国体剣道競技で総合優勝し、天皇杯受賞し貢献し、
　長崎県より世界選手権大会個人優勝者を輩出する等、長崎県の剣道
　界の競技力向上と普及発展に大きく貢献した。

　昭和３４年２月　長崎市剣道協会会長､長崎県剣道連盟副会長に就任
　昭和５９年　　　長崎県剣道連盟会長に就任～平成１５年まで２０年
　平成１６年　　　長崎県剣道連盟名誉会長に就任～現在まで
　上記の役員として、本県の剣道振興に積極的に尽力し、剣の道は人の
　道と説き、剣道の通じて子供たちから県を代表する国体選手・健康維
　持励む高齢者の生涯剣道等、競技力向上及び全県下の剣道連盟会員の
　人間性形成に多大な貢献があった。
　平成５年、長崎県剣道連盟の財団法人化に向けて主導的に貢献した。

島　田　明　士

　　　　　　　  長　剣　連　第　０９０号

            　　令和 ２年 １１月　２４日


